
個人トータル表

女　子 平成27年7月29日 12:50 開始

１回戦

◎ 31 12
101 27 5 45

33 13
10 15

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 篠宮　杏奈 15 1 6 0 0 4 岡﨑　恵 1 0 0 1 1

* 5 見﨑　南美 14 0 7 0 1 * 5 奥村　郁瑛 12 1 3 3 2 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

* 6 河合　夏海 19 1 7 2 1 * 6 志摩　未緒 7 0 3 1 1 TeamA 0:56 15:46 28:48 34:43 : : : : :

7 柴　美佑 7 1 1 2 2 7 袋谷　亜美 3 0 1 1 2 TeamB : : : : : : : : :

8 大瀧　菜月 0 0 0 0 0 8 志摩　理緒 0 0 0 0 2

9 小泉　友里 2 0 1 0 0 9 春日　祐美 12 2 3 0 1

10 伊東　ひかる 3 1 0 0 3 10 石田　栞 2 0 1 0 0

* 11 髙橋　夏瑠 18 1 7 1 3 11 早苗　咲 0 0 0 0 3

* 12 伊東　かおる 7 1 1 2 2 * 12 宮林　奈美 0 0 0 0 2

13 造酒　祐香 0 0 0 0 1 * 13 袋谷　未実 5 0 2 1 2

14 野本　陽香 16 0 8 0 4 * 14 大塚　まりあ 3 1 0 0 0

15 山下　あい 0 0 0 0 0 15 内山　稚菜 - - - - -

ｺｰﾁ 小前　宏史 0 ｺｰﾁ 米田　春菜 0

Aｺｰﾁ 佐野　恵子 Aｺｰﾁ 市井　幸夫

合　　　計 101 6 38 7 17 合　　　計 45 4 13 7 16

　　主審： 原田　大輔

　　副審： 髙橋　直子

戦評： 記録： 山城高校
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高岡第一

平成27年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会
第68回全国高等学校バスケットボール選手権大会
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得点経過 常葉学園 高岡第一

〔 戦 評 〕
常葉学園はオールコートマンツーマンプレス、高岡第一はハーフコートマンツーマンプレスでゲーム開始。

第１Ｐ、両チーム序盤からスピードのある攻防を繰り広げる中、常葉学園が前から激しくあたり速攻で攻め

続け、開始５分で２０対５と得点差を広げる。一方、高岡第一は#５のドライブイン、３ｐを中心に得点を重

ね反撃するが、常葉学園のスピードを抑えることができず、３１対１２で第１Ｐを終了する。

第２Ｐ、高岡第一はディフェンスを１－２－２ゾーンに変更し仕掛けていくが、常葉学園のオールコートマ

ンツーマンプレスに苦戦し、常葉学園は＃４、＃５、＃６の速攻やドライブインを中心にさらに得点差を広げ

ていく。高岡第一はこれに対し＃６、＃７の果敢なドライブインで応戦するが、常葉学園の＃１１、＃１４の

ドライブインやリバウンドを止めることができず、前半を４１点差で終える。

第３Ｐの開始早々、高岡第一は１－２－２ゾーンでプレーシャーをかけ＃９がジャンプシュート、３ｐを決

め、流れを掴む。その後フロントコートに入ってからも落ち着いてパスを回し＃５のカットインで得点を取る。

一方、常葉学園も徐々に前半の落ち着きを取り戻し、オールコートマンツーマンプレスでメンバーを交代しな

がらプレッシャーをかけ続け、着実に点数を重ねていく。

第４Ｐに入り、常葉学園のディフェンスが少し緩んだところを＃９、＃１３のドライブインで攻め、本来の

高岡第一のスピードある力強いプレーを発揮し、得点差を徐々に詰めていく。しかし、前半の得点差が響き追

いつくことができず、攻守ともにレベルの高いプレーを見せた常葉学園が１０１対４５で勝利した。
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